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歳 :N-2,6歳 :N-1) .これから通常の組織学標本を
作製し,光学疏微鏡や観察した.その結果,3歳では,
精細管にセル トリ細胞が並び,上皮中に細胞質の明るい
未分化の精粗細胞が散在している.4歳になると,相子
形成細胞がかなり増加し,Ap型精祖細胞のほか精母細
胞も認められるようになった.しかし,精子細胞は認め
られず,減数分裂は完成していない.6歳では,ほとん
どがセル トリ細胞によって占められる精細管から,ほぼ
成熟した精子細胞が認められるものまで,多様な様相の
精細管が混在していた.その結果,授精能力は7歳以降
にもたらされるものと予想された.
18霊長類における神経伝達物質関連迫伝子多型の解析
井上一村山美穂 (岐阜大･戯･
生物資源生産)
本研究では,ヒトで性格-の関与が報告されている
神経伝達物質関連迫伝子の多型を,霊長類各種について
調査し,脳神経系の情報処理機構の解明に寄与すること
を目的としている.モノアミンオキシダーゼ (MAO)
はセロトニンや ドー パミンなどの神経伝達物質の代謝
に関与している.ヒトMAOA迫伝子のプロモーター領
域には30塩基を単位としたVNTR多型 (3-5回)が存
在し,遺伝子型とアルコール依存症やパニック症候群と
の関連が示唆されている.類人猿の相同領域を調べたと
ころ,チンパンジーでは30塩基からなるヒト反役単位
配列が1個のみであったが,他の類人狼では稚内多型が
存在し,ゴリラでは 18塩基からなる反復単位を2,3,
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